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Ⅴ あとがき ― アフォリズム風に ― 
Ⅰ はじめに ― 狩人の知から ― 


























飾 ―― 部分から全体を見る, 結果から原




















































































































































いうべき思考が狩人の知以来, 占い, 観相術, 
症候学などの分野を横断しながら連綿と続いて
きたことを明らかにしている｡ 彼によって語ら





































































































否される｡ したがって, そこに存在するものは, 




Heidegger のつぎのような指摘が,  ｢正しい仕


















































す言葉は ｢感じ (feeling)｣ ｢判断 (judgement)｣ 
｢感覚 (sense)｣ ｢調和 (proportion)｣ ｢釣り
合い (balance)｣ ｢適切さ (appropriateness)｣ 
である｡ それは科学よりもむしろ芸術 (art) 
の問題であり, 論理的であるよりもむしろ












が明確に示されている｡ すなわち Barnard は管
理活動の中に , ｢非論理的過程  (non - logical 











Barnard はこの非論理的過程を, ｢直観 (intuition)｣ 
｢インスピレーション (inspiration)｣ ｢感覚 (sense)｣ 
｢天才のひらめき (stroke of genius)｣ などの表
現で示している25)｡ 
また Mintzberg は, 経営戦略の創発的に形成
される面に注目して, 戦略の形成をクラフティ
ング (crafting) という言葉で表現している｡ そ
して戦略のクラフティングの契機を ｢非連続性
























なく, 差異そのものが問題なのである｡ ただし, 
それはまず, それまでの全体性への異例として
顕在化する｡ それまでの全体性を理解していな











れまでの “顔”｣ という全体性と ｢別の “顔”｣ 
という新たな全体性との差異によるものであり, 




























































への洞察が必要である｡  人文系学問と 






















































また Simon 以前に理論を形成した, 科学的管
理法の Taylor や管理過程論の研究者たちは, 全
体性の創発へ向かう方向性を認識することもな
かった｡ 全体性は, Simon のように意図的に既
定のものとして設定するのではなく, 疑いもな
く既定のものだった｡ 
例えば Taylor は, エンジニアとしての経験に
もとづいて, 経営者と作業者双方の最大の繁栄
という経営管理の目的に疑いを差し挟むことな
く, 科学的管理法 というかたちで, 生産の効率
性の向上を推進するために ｢科学性｣ を追求し
た33)｡ 





















割を, 世界に別の “顔” を付与すること, 納得
せざるを得ない物語を語ることを中心に明らか























































































































いだろう｡ 少なくとも, Heidegger のいう解釈学
的循環への ｢正しい入り方｣ ではない｡ 
Ⅴ あとがき ― アフォリズム風に ―  
さて, Ginzburg は, 徴候から全体性を感知す
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いもの” として語り , それによって, そうで 
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